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投票日
知事・道議
４月９日（日）

町長・町議
４月 23日（日）

第20回 統一地方選挙が
実施されます

　令和５年３月から５月にかけて任期が満了となることが予定されている、地方公共団体の議会の議
員及び長を全国一斉に改選を行います。
　北海道知事選挙及び北海道議会議員選挙が４月９日（日）、幌加内町長選挙及び幌加内町議会議
員選挙が４月23日（日）に実施されることになりましした。
　今回の統一地方選挙では私たちの身近な代表を決める選挙となりますので、皆様の貴重な一票を無駄にしないようにしましょう。　
　お問い合わせは幌加内町選挙委員会（☎ 0165-35-2121）までお願いいたします。　

○北海道知事・北海道議会議員選挙の概要とスケジュール
概要 期日前投票 投開票日

北海道知事選挙

　北海道を1つの選挙区として、北海道知事
を選出する選挙。

告　示　日　令和 5 年 3月23日（木）
任期満了日　令和 5 年 4月22日（土）

○役場１階事務分室
期　　間　3月 24日（金）～ 4月 8日（土）
投票時間　8 時 30 分～20 時 00 分

○朱鞠内支所
期　　間　4月 3日（月）～ 4月 8日（土）
投票時間　8 時 30 分～17 時 00 分

4月 9日（日）

投票時間
7時 00 分～

18 時 00 分
（全投票所共通）

開票　
20 時 00 分～

会場
町民研修センター
大講堂

北海道議会
議員選挙
（上川地域）

　北海道を４７の選挙区に分け、北海道議会議
員を選出する選挙。
　本町は、上川地域（旭川市、名寄市を除いた
上川総合振興局の市町村）選挙区となります。

定　　　数　3 名　
告　示　日　令和 5 年 3月31日（金）
任期満了日　令和 5 年 4月29 日（土）

○役場１階事務分室
期　　間　4月1日（土）～ 4月 8日（土）
投票時間　8 時 30 分～20 時 00 分

○朱鞠内支所
期　　間　4月 3日（月）～ 4月 8日（土）
投票時間　8 時 30 分～17 時 00 分

○幌加内町長選挙・幌加内町町議会議員選挙の概要とスケジュール
概要 期日前投票 投開票日

幌加内町長選挙 告　示　日　令和 5 年 4月18日（火）
任期満了日　令和 5 年 4月25日（火）

○役場１階事務分室
期　　間　4月19 日（水）～ 4月22日（土）
投票時間　8 時 30 分～20 時 00 分

○朱鞠内支所
期　　間　4月19 日（水）～ 4月22日（土）
投票時間　8 時 30 分～17 時 00 分

○添牛内コミセン（巡回式期日前投票）
期　　間　4月 20 日（木）
投票時間　10 時 30 分～12 時 30 分

○母子里コミセン（巡回式期日前投票）
期　　間　4月 20 日（木）
投票時間　14 時 30 分～16 時 30 分

4月23日（日）

投票時間
7時 00 分～

18 時 00 分
（全投票所共通）

開票　
20 時 00 分～

会場
町民研修センター
大講堂

幌加内町議会
議員選挙

定　　　数　9 名
告　示　日　令和 5 年 4月18日（火）
任期満了日　令和 5 年 4月30 日（日）

選挙名 用件

北海道知事選挙 満18 歳以上の日本国民で、引き続き
3箇月以上北海道内に住所を有する者北海道議会議員選挙

幌加内町長選挙 満18 歳以上の日本国民で、引き続き
3箇月以上幌加内町に住所を有する者幌加内町議会議員選挙

投票できる方
　選挙で投票するには、選挙人名簿に登録されていなけ
ればなりません。
　選挙人名簿は各選挙時や年４回の定時登録により名簿
の調整をおこなっています。
　なお、今回の選挙で投票できる方は、左記のとおりです。

※巡回式期日前投票
（北海道知事選挙・

北海道議会議員選挙）

〇添牛内コミセン
　4月 4日（火）10時 30分～ 12時 30分
　4月 5日（水）14時 30分～ 16時 30分

〇母子里コミセン
　4月 4日（火）14時 30分～ 16時 30分
　4月 5日（水）10時 30分～ 12時 30分
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知っておきたい選挙運動！

　特定の選挙で、特定の候補者の当選を目的として、
得票を得るために直接もしくは間接に働きかける行為を
することをいい、選挙の公正を確保するため、法律で

選挙運動が出来る期間や方法など一定のルールを設けています。
　また、選挙運動前の選挙運動は事前運動として常時禁止されています。

選挙運動とは…？
選挙運動が行われている期間
知事選挙
　３月２３日（木）から４月８日（土）まで
道議選挙
　３月３１日（金）から４月８日（土）まで
町長選挙・町議選挙
　４月１８日（火）から４月２２日（土）まで

明るい選挙キャラクター
選挙のめいすいくん

選挙運動の手段
　候補者が行える選挙運動は、ポスターや葉書を送付するなどの「文書図面」に
よるものと、街頭演説などの「言論」によるものになっています。
　また、統一地方選挙は前回からインターネットを用いた選挙運動をすることが出
来るようになっています。

選挙運動用通常葉書
郵便局で「選挙用」としての扱いをしてもらいます。
ただし、選挙の種類により制限枚数が異なります。

選挙運動用ビラ
国政選挙、北海道知事選挙、幌加内町長選挙、幌加内町議会議員選挙
にて配布することが可能となりますが、規格・枚数には制限があります。

選挙事務所看板類・選挙運動用自動車
規格や数などに制限があります。

選挙運動用ポスター
幌加内町選挙管理委員会が設置する公設ポスター掲示場などに掲
示することが出来ます。ただし、公設ポスター掲示場以外の設置場
所や規格・枚数には制限があります。

インターネット等の利用
ウェブサイトなどを用い、選挙運動のために使用する文書図面（ビラ・
ポスターなど）を掲示することが出来ます。
ただし、ウェブサイトに掲示されている文書図面を印刷し、配るこ
とは違反となります。また、ウェブサイト上のなりすまし、誹謗中傷
も違反となりますので注意が必要です。

言論による主な選挙運動
街頭演説
街頭又は広場などで、選挙運動のための演説を街
頭演説といいます。なお、街頭演説をする際には
選挙管理委員会から交付された標識を掲げること
となっております。
また国や地方公共団体が所有管理している建物な
どでは禁止されています。

個人演説会
候補者が有権者に投票依頼や公約など、選挙運
動のため自ら開催するものです。
なお、候補者以外は開催できません。

連呼行為
候補者の氏名などを繰り返して言うことが連呼行
為です。
個人演説会や街頭演説、選挙運動用自動車以　
外で行うことは禁止されています。

※上記は選挙運動期間中
　午前 8 時～午後 8 時まで行うことが出来ます。

文書図面による主な選挙運動　

戸別訪問
投票依頼など選挙運動の目的で戸別に有権者の家などを訪問する行為。

飲食物の提供
選挙運動に関して、候補者だけでなく全ての人が湯茶及びこれに伴い日
常用いられている程度の菓子以外の飲食物を提供する行為。（運動員・
労務者に対して制限範囲内で弁当を提供することは認められています。）

署名運動
選挙に関して、投票を得るためなどの目的で有権者に対して署名運
動をする行為。

気勢を張る行為
選挙運動のために自動車を連ねるなどとして気勢を張る行為。

買収・供応
特定の候補者選挙運動の目的で、有権者等に対して金銭や物品を与
えたり、供応接待する行為。

選挙後のあいさつ行為
選挙後に当選祝賀会その他集会を開催する行為。

選挙運動期間中には
どのようなことが禁止されているの？

自由に行える選挙運動
　選挙運動期間中、未成年者や選挙運
動が禁止されている一部の公務員など
を除き誰でも行うことが出来ます。
個々面接
路上などでたまたま出会った知人などに、その
機会を利用して、投票の依頼をすること。

電話
電話により投票依頼すること。

幕間演説
婦人会などの集会、会社などの休み時間等にた
またまそこに集まっている人を対象におこなう選
挙運動のための演説すること。。

　以上のようなことが選挙期間中に行われる場合
があります。ご不明な点などがある場合は選挙管理
委員会事務局（☎ 0165-35-2121）まで
お問い合わせください。
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産業貢献者表彰 企業版ふるさと納税
　令和４年度幌加内町産業貢献者表彰が、1月 26
日（木）に行われ、産業の振興発展に尽力された
三名に、細川町長から産業貢献章が贈られました。
　受章された三名の方は、永年にわたり、農業に
従事され、現在は後継者に経営移譲されましたが、
水稲や畑作を中心に経営され、本町の産業に多大
な貢献をされました。

産業貢献章受章・・・北村和子氏（字幌加内）
　　村上賢誠氏（字振興）
　　北村基諭氏（字平和）

　令和４年 12月に株式会社セイコーマート様よ
り「新しいひとの流れをつくる」事業に使用して
ほしいと企業版ふるさと納税の寄附をいただきま
した。北海道を基盤とするコンビニエンスストア
のセイコーマートは、22 年度より企業版ふるさ
と納税に取り組んでおり、このたび本町に寄附を
いただきましたので２月７日（火）札幌市本社に
て細川町長より感謝を込めて感謝状の贈呈を行い
ました。

Chec
k！

Chec
k！

　令和５年２月 15
日（水）に高齢者コ
ミュニティセンター
（幌加内市街）で、旭
川ケーブルテレビ
（株）社員の方３名を
相談員として、スマ
ホ等の操作相談を実
施して頂きました。
　当日は、11 名の
方が相談に訪れ LINE
や Facebook の使い方やガラケーの電話帳登録、
その他、疑問に思っている事を皆さんが相談され
ていました。
　ご感想を聞いた所、大変参考になり満足されて
いた模様ですので、今後も引き続き実施したいと
予定しております。

【お問合せ先】
幌加内町役場　総務課　危機対策係
☎0165-35-2121

スマートフォン（スマホ）
操作相談の実施

Chec
k！

　２月 19日（日）山村広場を会場に 3年ぶりに
雪中バレーボール大会が行われました。
　町外からも人が集まり 18 ～ 58 歳までの総勢
約 80名が参加し会場が盛り上がりました。
　前日まで雪が降っていたため当日の会場は、膝
下 40 センチほど積雪した状態でスタート。初
めは、身動き取りづら
くボールに追いつけな
かったのが後半になる
と雪が踏み固まり、本
領発揮。優勝は、町外
から参加していたチー
ムが 2連覇し、景品の
幌加内町のお米を持ち
帰りました。
　当日会場では、
ファブリカのパ
ンが完売するな
ど賑わいをみせ
た１日でした。

雪中バレーボール大会in
幌加内町

Chec
k！
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インフォメーション information
令和４年度　幌加内町建設工事等入札結果

（単位：円、％）
入札
年月日 № 入札

方式 工事等の名称 指名業者等
（※印は落札・請負業者） 予 定 価 格 契 約 金 額 落札率

R5.
1.18

第

号 名
指 新成生二号橋低濃度PCB廃棄物

収集運搬業務委託

※ エコシステムジャパン㈱東北環境
物流センター日本通運㈱札幌支店
エア・ウォーター物流㈱札幌環境営業所

595,000 595,000 100.00

（第 44号、２社入札辞退）

幌加内町農業委員の募集について
農業委員の任命については、あらかじめ地域の農業

者や農業団体等から推薦していただくと同時に農業者
にこだわらず広く一般に公募することとなり、その結
果により町長が任命する仕組みとなっております。
　令和5年7月20日付で幌加内町農業委員会委員を
選任することになりました。
農業に関する識見を有し、農地等の利用最適化を推進

する事項、及び農業委員会の所掌に属する事項に関し、
その職務を適切に行うことができる方の募集を行います。
　具体的な業務と募集方法につきましては、次のと
おりです。
１ 農業委員の業務
（１）農地法等の権限事務について審査及び決定を

行います。
・農業委員会総会、研修会等へ出席し、農地法
等の権限に属された事項の審議を行います。

（２）農地等の利用最適化推進の取り組みを実施します。
・担い手への農地利用の集積・集約化、耕作放
棄地の発生防止・解消、新規参入の促進

・担当区域毎における耕作放棄地の発生防止・
解消等の地域における現場活動

（３）法人化その他の農業経営の合理化に関する事
務を実施します。

（４）農業一般に関する調査及び情報の提供の事務
を実施します。

２ 推薦及び応募について
（１）地区・全域からの推薦

・農業者等３名以上が連名し、代表者が文書を
もって推薦します。

（２）団体からの推薦
・農業者の組織する団体等の代表者が文書を
もって推薦します。

（３）一般応募
３ 推薦・応募の農業委員数
　　12名
４ 推薦・応募の資格
（１）幌加内町に住所を有する者、又は幌加内町内

に住所を有する農地所有適格法人の構成員
（２）幌加内町が設置する他の付属機関等の委員で

ない者

固定資産評価審査委員会、公平委員会、教育委
員会の委員の兼職は法律で禁止されております。

（３）幌加内町の職員でない者
５ 応募方法
該当する次の書類に必要事項を記載して、幌加内

町農業委員会事務局へ提出してください。
（１）幌加内町農業委員候補者推薦書（個人用）
（２）幌加内町農業委員候補者推薦書（団体用）

※（１）及び（２）については幌加内町農業委
員会委員候補者承諾書を添付してください。

（３）幌加内町農業委員候補者応募申込書
　書類の請求については農業委員会事務局にご連絡
いただくか、もしくは、幌加内町ホームページから
ダウンロードしてご利用ください。
６ 受付期間
　令和５年３月１日から令和５年３月31日まで農
業委員会事務局へ直接お持ちいただくか、郵送等に
より提出してください。（当日必着）
７ 選任方法
　幌加内町農業委員候補者評価委員会において審査
を行い、議会の同意を得て選任します。
８ 農業委員の任期
　令和５年７月20日から令和８年７月19日月まで
９ 農業委員の報酬
　「幌加内町非常勤特別職員の報酬及び費用弁償に
関する条例」に定める額
10 情報の公表
　募集期間の中間及び終了後に幌加内町ホームペー
ジに、委員候補者にかかる以下の情報を公表します。

・推薦を受ける者及び応募する者の氏名、職業、
年齢、性別、経歴及び農業経営の状況

　　・推薦又は応募の理由

【お問い合わせ】
　〒074-0492
　北海道雨竜郡幌加内町字幌加内4699番地
　幌加内町役場産業課農政係
　又は　幌加内町農業委員会事務局
　☎0165-35-2122（内線135）
　FAX 0165-35-2127
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インフォメーション information

士別警察署かわら版

士別警察署　㈹23－0110
問い合わせは士別警察署まで。

　Ｇ７広島サミットが５月19日から21日まで開催されます。北海道では、４月15日から16日までの２
日間、Ｇ７札幌気候・エネルギー・環境大臣会合が開催されます。
　Ｇ７サミットは、世界の主要国が一堂に会する国際的なイベントであるため、警察では、テロ等違法
行為の未然防止を図ることを目的に、会場周辺や公共交通機関等における警戒警備を強化します。不審
な人や車、物等を発見した際には、警察への通報をお願いします。
　また、サミットの円滑な進行と安全安心な道民生活を確保するため、会場周辺道路の交通規制が行わ
れますので、皆様の御理解と御協力をお願いいたします。

Ｇ７広島サミット等の成功に向けて

○適切な時期の氷雪下ろし
屋根からの氷雪落下による事故が発生しています。
　氷雪が屋根からせり出している軒下などは、危
険ですので近づかないようにしましょう。　　　

　道路に面している建物を管理している方は、適
切な時期の氷雪下ろしと、氷雪が落下する危険
がある場所については、看板やロープ等により、
歩行者に注意を促しましょう。

○複数による安全を確保した氷雪下ろし
　屋根の氷雪下ろし中に、はしごや屋根から転落
する事故も発生しています。

　作業するときは、補助者を置くなど複数で行う
とともに、命綱や安全帯を装着するなど万全の
措置を講じ、自身の安全を確保しましょう。
○除雪機による作業中の安全確保
除雪機による除雪作業中に、衣類を巻き込まれた
り、下敷きになるなどの事故も発生しています。

　除雪作業時は、作業に適した服
装を着用し、エンジンを掛けた
まま雪詰まりを取り除くなどの
作業は絶対にやめましょう。

日々の雪かき　安全第一

2023年3月 イベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

大浴場改修工事のため、温泉施設は3月31日
（金）まで利用休止となります。
※レストラン・売店は通常営業いたします。

1 2 3 4
ルオント定休日
★観光案内所★

開館

ルオント臨時休業
★観光案内所★

開館

平日ランチフェア 十割そばフェア
★観光案内所★

開館
★観光案内所★

開館
5 6 7 8 9 10 11 
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア ルオント定休日

★観光案内所★
開館

平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア
★観光案内所★

開館
★観光案内所★

開館
★観光案内所★

開館
★観光案内所★

開館
12 13 14 15 16 17 18
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア ルオント定休日

★観光案内所★
開館

ルオント臨時休業
★観光案内所★

開館

平日ランチフェア 十割そばフェア
★観光案内所★

開館
★ホワイトDAY

（そばの里ご利用の女性）
★観光案内所★

開館
★観光案内所★

開館
19 20 21 春分の日 22 23 24 25
十割そばフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア ルオント定休日

★観光案内所★
開館

平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア
★観光案内所★

開館
★観光案内所★

開館
★観光案内所★

開館
★観光案内所★

開館
26 27 28 29 30 31
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

ルオント定休日
平日ランチフェア 平日ランチフェア

★観光案内所★
開館

※そばの里 終日
 メニュー限定

道の駅ほろかない
公式HP
ぜひご覧ください！

※そばの里 夜の部（17:00～20:00）は、一部メニューを限定しての営業となります。
　昼の部はグランドメニューで営業。28日(火)は終日、メニューを限定しての営業。

【施設のご案内】　開館時間　10：30～20：00　水曜定休日　全館禁煙
◎売店（道の駅スタンプラリーグッズ有）◎道の駅スタンプ設置　◎無料WiFi　◎足湯（無料）
【蕎麦ダイニング　そばの里】　11：30～14：00　17：00～20：00（L.O19：30）
※イベント、お知らせ、記載内容については予告なく変更する場合がございます。予めご了承願います。

【ルオントからのお知らせ】
-------------------------------------------
◆大浴場改修工事に伴う

　　温泉施設 利用休止◆
2/1（水）～ 3/31（金）
温泉施設はご利用できません。

＜通常営業＞
〇開館時間（売店等）
　10：30～20：00
〇蕎麦ダイニング「そばの里」
　11：30～14：00
　17：00～20：00
　（19：30 L.O）
夜の部は、一部メニューを限定
しての営業となります。
-------------------------------------------
平日限定ランチ
1日20食限定・昼の部のみ
11：30～14：00

みぞれ力そば
～知床産豚肉入り～

￥1,100（税込）
-------------------------------------------
3月14日（火）限定
★ ホワイトDAY ★

そばの里ご利用の女性に、
ミニクッキーをプレゼント
（無くなり次第終了）

-------------------------------------------
【お問合せ】
せいわ温泉ルオント
電話：0165-37-2070
10：30-20:00　水曜定休
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　以前、テレビの某放送局発「○○ちゃんに叱られる」という番組で「メロンの編み目って何？」とい
う質問が○○ちゃんから出されました。答えは「かさぶた」でしたね。詳しく言うとメロンの中身の成
長に表皮が追いつかずにひびが入り、「スベリン」という成分
がひびを埋めていく、ということです。　さて何故あんなに
綺麗にネット（かさぶた）が出来るのか？
　あのひびの入り方には順番があり、着果してから17～ 18
日頃に、縦にひび「縦ネット」が、ります。それから6～ 7
日で横にひび、「横ネット」が入ります。ネットが美しく入っ
ていくことで品質も価格も変わります

　さてこのネット、美しく張らせるにはちょっと（大いに）注意が必要です。
縦ネットが入ったらそれまで適宜与えていた水を横ネットが入るまで控えま
す。横ネットが張ってきたら「やり過ぎない程度」にかん水を再開します。
　この横ネットが入り始めるまでの間にかん水すると内部の果肉が一気に成長
しようとして果皮が割れます。低温・低日照もその原因になります。見た目は
かなり悪くなります。
1つる2玉着果させますが、着果の位置も10～ 12節の範疇が良く、離れ
ると生育差があるので上記の水管理ができません。
　玉ごとに水管理はできませんからね。

農業センター君農業農業農業農業農業センターセンターセンターセンターセンターセンターセンターセンターセンターセンター君君農業センター君いいね︕いいね︕

ヒルネット（太い割れ目）

　「最近の広報にある身近な生薬ってホントに身近だけど効果あるの？
と言われそうですが．．資料に基づいてます。
　さてこのアスパラガスは普段の食材として普通に使われてますが民
間療法的には「ネギを刻み、ミソ・醤油、生姜などを混ぜて熱次のよ
うな効能が「民間療法的」に示されています。

利用方法：アスパラガスの根の太い部分を採取する。細かく刻んで陰
干しし、25ｇを1㍑の水で煮だし、1日400ccを2回に分
けて飲むと膀胱や肝臓の病気に効果がある。通常食べる若
茎も滋養に良い。

　いつでも食べているアスパラガス、根の部分は自分で作ってないと
使えませんが、お試しあれ。

テーマ：身近な生薬⑩アスパラガス

ワンポイント　知恵袋！ワンポイント　知恵袋！農業技術センター農業技術センター
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～Best Shot!～

記事・写真提供：北海道幌加内高等学校 お問い合わせ：０１６５－３５－２４０５ 教頭まで

１月１９日～２０日

北北海道実績発表大会

　本校から花・野菜班、そば加

工班、作物研究班、農生会の4

班が参加しました。合宿で繰り

返し練習を重ね、本番では練習

の成 果を 発

揮できました。

１月２４日 ・ ２７日　　スキー学習 　今年度もスキー授業が始まりました。 初めてのスキーで、 ほろたちスキー場の傾斜にびっくりしていた１年生もいました。 どうか皆、 怪我等なく楽しんで帰ってきてくださいね。

１月２６日　　３学年食事会

　卒業が近づく３年生。豪華な料理

を囲んで食事会が行われました。た

くさんの美味しい料理を頬張り、３年

生は終始にこにこな様子でした。

２月のできごと

　１日  朝会・頭髪服装検査

２８日　卒業式予行練習・同窓会入会式

This Month

Best Shot! 今月の写真
　３月となり、３年生も間もなく卒業です。３年間を
過ごした教室で撮影しました。幌加内高校で過ごし
た３年間の思い出を胸に、４月からは一人一人がそれ
ぞれの道に進んでいきます。
　この先困難もたくさんあるかもしれません。です
が、どうか「なりたい自分」の軸を掲げながら、自分
らしく、強く生きていって欲しいと願うばかりです。

３月の予定

　１日　第６７回卒業証書授与式

　２日　令和５年度入学者選抜検査（3日まで）

　６日　朝会・頭髪服装検査

　８日　地域活動体験学習(朱鞠内)

２４日　修了式・離任式

２５日　年度末休業（31日まで）　

Next Month

１月２６日　　寮３年生を送る会
　寮生の３年生を送る会が開催されました。当日はビン

ゴ大会が行われ、豪華景品を勝ち取りたい思いで大い

に盛り上がりました。

２月１３日　　北海道知事来校
鈴木直道北海道知事が来校し、本校そば道場の視察

をされました。また、そば打ちの体験をされ、懇談会にも

参加されました。懇談会では、幌加内町の現状や取組

について真剣に耳を傾けていた知事。本校で食べたそ

ばを元気の源に頑張っていただきたいと思います。この

度はお忙しい中での訪問、誠にありがとうございました。
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健康 カレンダー

こ ん に ち は ！ 保 健 師 で す

「健診を受けましょう」
第273回

4月の

●乳幼児・児童に関する行事
子育て教室 保健福祉総合センター

乳幼児予防接種

４日（火）

町立幌加内診療所

●成人・老人に関する行事

老人健康相談

５日（水） 母子里老人クラブ
幌加内老人クラブ
政和老人クラブ
添牛内老人クラブ
朱鞠内老人クラブ

おたっしゃ健診 対象者には個別で案内いたします。

※当初の予定と変更になる可能性があります。IPをご確認ください。

　健康づくり推進員は平成元年から始まった制度で、地区住民に対する健診受診勧奨、健康祭り、健康づくり講
演会への参加協力、健康情報に関する発信等、健康づくり普及活動の一端を担っていただいておりました。しか
し地区の人口が減少し、なり手がいないため長年同じ方が推進員を務めたり、高齢のため車に乗れず、活動が難
しくなったという意見を聞くようになりました。
　近年は、毎年 4月に実施される健診対象者調査が活動の主なものとなっておりましたが、
令和 2年度からは、新型コロナウイルス感染症予防の観点から、健診対象者調査票を回収
せず配布するのみとなっており、本来住民の方と対話することで行う受診勧奨も難しくなっ
ている状況です。
　このような昨今の状況を踏まえ、健康づくり推進員設置要綱にある「自ら健康づくりの
実践者となり、地区住民の健康保持増進を積極的に推進する」という目的を遂行していく
ことが困難になっていることから、今年度にて健康づくり推進員制度を廃止することとい
たしました。

健康コラム2023 健康づくり推進員制度の廃止について

　令和5年度以降、健診のご案内は、健診対象世帯への個別郵送にて実
施する予定となっております。若い方の受診率を向上するような取り
組みも検討中です。
　今後とも、町民の皆様が健康に日々生活することがで
きますよう、健康づくりに関する情報をなんらかの形で
発信していきたいと思いますので、引き続き町の保健活
動へのご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

　「こんにちは！保健師です」は、都合により今月号をもって終了する
こととなりました。長い間健康マンガをお楽しみいただきありがとう
ございます。
　今後も健康に関する情報については随時掲載予定ですので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

おしらせ
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NEW WIND ニュー・ウインド ［社会教育からのお知らせ］

生涯学習カレンダー
3月 ４日 ワカサギ釣り体験教室 朱鞠内湖

◇スキー教室 (ジュニア・一般・幼児クラス )
　1月～ 2月にほろたちスキー場において、幌加内町
スキー連盟指導員会のもと、スキー教室を開催しまし
た。
　今年はジュニア 29名、
幼児 11 名、一般 1 名の
方々に参加をいただきま
した。
　天気にも恵まれ、元気
いっぱいスキーを楽しむ
姿が見られました。

事業の記録

◇小・中学生書き初め大会
　1月11日(火)幌加内町生涯学習センターにおいて、
講師に竹村竜昭氏をお迎えし、小・中学生書き初め大
会を開催しました。
　今年は例年より参加人数が少なかったですが、児童
たちは竹村講師の指導の下で画仙紙に向かい、のびの
びと筆を走らせていました。

◇小学校低学年の部
優 秀 賞   古屋　幸起

◇小学校中学年の部
優 秀 賞　古屋　燈士

◇中学生の部
最優秀賞　北村　柚乃
優 秀 賞　相澤　寧々
〃 　森﨑優美子

佳　　作　北村　菜桜

書き初め大会の各部門の入賞者は以下のとおりです。

●祝祭のハングマン
中山　七里/著　(文藝春秋)

　法律が裁けないのなら、他の誰かが始末する。
司法が越えた復讐の代行者ーそれが〈私刑執行人
(ハングマン)〉
　警視庁捜査一課の瑠衣は、中堅ゼネコン課長の
父と暮らす。ある日、父の同僚が交通事故で死亡
するが、事故ではなく殺人と思われた。さらに別の
課長が駅構内で転落死、そして父も工事現場で亡
くなる。追い打ちをかけるように瑠衣の許へやっ
てきた地検特捜部は、死亡した3人に裏金作りの
嫌疑がかかっているという。父は会社に利用され
た挙句、殺されたのではないか。
だが、証拠はない…。疑心に駆ら
れる瑠衣の前に、私立探偵の鳥海
(とかい)が現れる。彼の話を聞い
た瑠衣の全身に震えが走ったー。

●ぼくはなにいろ
黒田　小暑/著　(小学館)

交通事故で体に傷を負って以来、人目を避け孤
独に生きていた祥司は、行きつけの居酒屋で一人
の女性に出会う。祥司には眩しいほどに快活に見え
た千尋だったが、人に言えないトラウマをかけてい
た。スクラッチの宝くじを削ることだけを生きがい
に、父親の文房具店を手伝う孝志郎。文房具の試し
書きノートで絵を描き続ける、不
登校の絵美。文章で学校の様子
を絵美に伝える、口がきけない少
年。心を閉ざした若者たちの繊細
な人間関係を描き、読む者全ての
人生を肯定する大傑作。

・ある愛の寓話
村山　由香/著　(文藝春秋)　

・書楼弔堂　待宵　
京極　夏彦/著　(集英社)

・今日はいい天気ですね。　　
群　ようこ/著　(角川春樹事務所)
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年金だより年金だより

幌加内町は旭川年金事務所の管轄区域です。
住所：〒070-8505旭川市宮下通り2-1954-2　℡：0166-72-5004，5005（自動音声案内）

詳しくは、お近くの年金事務所または役場住民課住民係 35-2124 へお問い合わせください。

付加保険料の
納付のご案内
　国民年金第 1号被保険者ならびに任意加入被保険者は、定額保険料に付加保
険料を上乗せして納めることで、受給する年金額を増やせます。
　【定額保険料】令和４年度：月額１６, ５９０円

１. 納めることができる方
　国民年金第 1号被保険者
　任意加入被保険者（６５歳以上の方を除く）

２. 付加保険料の月額
　４００円

３. お申し込み先
　市区役所及び町村役場の窓口

４. 付加年金額
　付加年金額は、「２００円×付加保険料納付月数」で計算し、２年以上受け取ると支払った付加保険料以上
の年金が受け取れます。
例えば、２０歳から６０歳までの４０年間、付加保険料を納めていた場合の年金額は次のとおりとなります。

　２００円　×　４８０月（４０年） ＝ ９６, ０００円（年額）が付加年金額として老齢基礎年金に上乗せ
されます。

（毎月の定額保険料（令和４年度：１６, ５９０円）を
４０年間納めた場合の老齢基礎年金額⇒７７７, ８００円※令和４年度時点の金額）

※なお、付加年金は定額のため、物価スライド（増額・減額）はありません。

５. 納めていただく際、次の点に注意してください。
１. 付加保険料の納付は、申出月からの開始となります。
２. 付加保険料の納期限は、翌月末日（納期限）と定められております。
３. 納期限を経過した場合でも、期限から２年間は付加保険料を納めることができます。
４. 付加保険料を納めている方が付加保険料の納付を止める場合は、付加保険料納付辞退申出書の提出が必
要となります。

５. 国民年金基金に加入している方は、付加保険料を納めることはできません。
６. 月末が土曜日、日曜日、休日等にあたる場合及び年末の納期限は、翌月最初の金融機関等の営業日とな
ります。
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献
貢
業
産
「〇て

諮
に
会
議
審
考
選
に
日
１
月

、
業
農
、
氏
子
和
村
北
、
内
加
幌
、
り

業
農
、
氏
誠
賢
上
村
、
興
振
。
才

業
農
、
氏
論
基
村
北
、
和
平
。
才

さ
定
決
に
者
彰
表
被
が
名
３
の
才

。
た
れ

見
売
販
、
量
数
の
物
作
農
要
主
「〇

て
い
つ
に
」
額
込

　

期
雪
融
、
は
て
い
つ
に
」
稲
水
「

種
播
み
進
に
調
順
も
業
作
農
く
早
が

熟
登
、
で
と
こ
た
い
続
が
天
好
も
後

指
況
作
の
川
上
。
だ
ん
進
に
調
順
も

質
品
、
量
収
り
お
と
の
７
０
１
で
数

合
米
ち
も
、
米
ち
る
う
、
積
面
付
作

・３
９
２
減
％
６・
３
比
年
前
て
せ
わ

俵
９
９
３
，
２
３
量
数
荷
出
。収

反
と

高
込
見
売
販
。
る
あ
で
俵

対
と
り
余
円
万
０
０
３
５
億
４
、
は

。
る
あ
で
減
の
％
７
・
７
比
年
前

　

以
月
５
、
は
て
い
つ
に
」
ば
そ
「

で
と
こ
た
し
移
推
に
め
高
が
温
気
降

平
も
種
播
、
み
進
に
調
順
は
業
作
農

の
も
た
し
滞
停
が
育
生
期
初
り
よ

平
は
熟
成
き
続
が
天
好
後
の
そ
、
の

の
月
８
。
る
い
で
ん
進
く
早
り
よ
年

暴
の
月
９
、
た
ま
、
雨
降
な
的
続
断

で
場
ほ
の
部
一
、
り
よ
に
響
影
の
風

あ
で
況
状
た
え
増
が
き
び
な
、
伏
倒

比
対
年
前
、
積
面
付
作
の
ば
そ
。
る

・
１
２
２
，
３
の
減
％
７
・
２

・１
収
反、
俵
１
２
９
万
５
量
数、

果
結
る
回
上
を
年
平
、
り
な
と
俵

比
年
前
対
と
り
余
円
万
０
０
０
６

に
度
年
本
。
る
あ
で
増
の
％
０
・

ウ
ナ
ロ
コ
型
新
く
引
長
、
も
て
い
お

迷
低
の
費
消
る
よ
に
症
染
感
ス
ル
イ

高
格
価
の
等
資
物
、
油
原
、
え
加
に

者
産
生
、
中
る
あ
が
響
影
る
よ
に
騰

る
よ
に
力
努
の
断
不
、
は
に
様
皆
の

敬
に
と
こ
た
れ
さ
励
精
に
動
活
農
営

、
お
な。
る
あ
で
ろ
こ
と
る
す
表
を
意

い
お
に
正
補
計
会
般
一
の
会
例
定
本

に
騰
高
格
価
の
等
価
物
、
油
原
、
て

事
産
畜
、
業
農
る
あ
の
響
影
、
り
よ

象
対
を
者
業
事
工
商
に
び
並
、
者
業

。
る
い
て
し
上
計
を
金
援
支
た
し
と

」
附
寄
の
税
納
と
さ
る
ふ
版
業
企
「〇

て
い
つ
に

　

業
援
支
の
税
納
と
さ
る
ふ
版
業
企

人
法
Ｏ
Ｐ
Ｎ
、
る
い
て
し
託
委
を
務

年
本
と
０
０
１
２
道
海
北
の
な
ん
み

て
し
結
締
を
定
協
携
連
括
包
に
月
９

、
り
よ
に
援
支
の
様
ン
パ

U
N
IVA 

Capital

　

社
本
に
区
政
行
別
特
港
香
国
和
共
民

店
支
本
日
に
区
港
都
京
東
、
き
置
を

る
す
置
設
を

U
N
IVA M

arketing 
Lim
ited

　

　

に
画
計
生
再
域
地
の
町
本
ら
か
様
店

を
れ
流
の
と
ひ
い
し
新
「
る
す
定
規

初
で
町
本
、
し
対
に
業
事
」
る
く
つ

版
業
企
の
円
万
０
０
４
る
な
と
て
め

い
だ
た
い
附
寄
を
税
納
と
さ
る
ふ

。
た

月

者
表
代
店
支
本
日
、
日

と
拶
挨
ご
の
礼
御
に
様
都
秀
上
村
の

ニ
ユ
社
会
式
株
「
は
ら
か
表
代
上
村

永
末
が
い
合
き
付
お
な
義
意
有
と
町

い
だ
た
い
を
葉
言
い
し
嬉
変
大
、
と

会
式
株
、
在
現
。
る
あ
で
ろ
こ
と
た

業
事
助
補
庁
光
観
る
い
て
め
進
で

年
次
、
し
理
整
を
等
題
課
る
れ
さ
出

に
め
た
の
決
解
題
課
に
実
着
ら
か
度

業
企
「
に
会
議
本
、
め
た
る
す
用
活

を
案
」
例
条
金
基
税
納
と
さ
る
ふ
版

年
今
を
附
寄
た
い
だ
た
い
、
し
案
提

、
用
運
て
立
積
に
金
基
、
旦
一
は
度

せ
併
。
る
い
て
え
考
と
い
た
し
理
管

も
算
予
正
補
連
関
の
費
経
要
所
、
て

。
る
い
て
し
案
提

　

方
地
る
め
進
し
推
が
町
本
も
後
今

民
、
き
だ
た
い
を
同
賛
に
業
事
生
創

外
内
国
、
し
携
連
が
域
地
と
業
企
間

な
的
力
魅
は
町
内
加
幌
「
ら
か
方
の

ふ
の
つ
一
う
も
は
町
内
加
幌
。
だ
町

て
し
進
推
を
り
く
づ
ち
ま
な
う
よ
る

皆
の
民
町
、
位
各
員
議
、
で
の
る
参

。
い
た
り
賜
を
力
協
と
解
理
も
に
様

編集：議会広報特別委員会
No.217

案
議、
れ
さ
催
開
に
日
９
月

発、
件
１
挙
選、
件
３
告
報、
件

。
た
し
定
決
り
お
と
の
案
原
れ
さ
出
提
が
件
１
議

年
４
和
令

　

（会
例
定
回
４
第

）
日
９
月

。
た
し
ま
り
あ
が
告
報
政
行
の
長
町

。
す
ま
し
せ
ら
知
お
て
い
つ
に
要
概
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充
補
び
及
員
委
会
員
委
理
管
挙
選
〇

挙
選
の
員

４
の
次
は
員
委
会
員
委
理
管
挙
選
・

。
た
し
選
当
が
名

　

川
谷

　
　

氏
優

　

本
坂
　

氏
康
規

　

江
新
　

氏
文
宏

　

成
吉
　

氏
彦
克

の
次
は
員
充
補
会
員
委
理
管
挙
選
・

。
た
し
選
当
が
名
４

　

位
順
１
第

　

岡
花
　

氏
子
智
美

　

位
順
２
第

　

平
大
　

氏
子
恵
美

　

位
順
３
第

　

野
小

　
　

斉　
氏

　

位
順
４
第

　

本
山
　

氏
子
智
理

の
例
条
る
す
関
に
等
年
定
の
員
職
○

例
条
る
す
正
改
を
部
一

務
公
方
地
、
日
１
月
４
年
５
和
令
◎

施
が
律
法
る
す
正
改
を
部
一
の
法
員

上
き
引
に
的
階
段
が
年
定
、
れ
さ
行

督
監
理
管
、
い
伴
に
と
こ
る
れ
ら
げ

任
再
前
年
定
、
制
齢
年
限
上
務
勤
者

、
供
提
報
情
び
及
制
務
勤
間
時
短
用

任
再
定
暫
、
入
導
の
度
制
認
確
思
意

に
と
こ
る
す
定
規
を
置
措
の
度
制
用

。
正
改
部
一
を
例
条
り
よ

す
関
に
等
与
給
の
等
長
町
内
加
幌
○

例
条
る
す
正
改
を
部
一
の
例
条
る

の
例
条
る
す
関
に
等
与
給
の
員
職
○

例
条
る
す
正
改
を
部
一

度
年
計
会
ム
イ
タ
ル
フ
町
内
加
幌
○

例
条
る
す
関
に
等
与
給
の
員
職
用
任

例
条
る
す
正
改
を
部
一
の

が
告
勧
院
事
人
、
月
８
年
４
和
令
◎

・
０
差
格
の
と
与
給
間
民
、
れ
わ
行

年
若
、
給
任
初
め
た
る
め
埋
を
％

、
び
及
、
げ
上
引
の
額
月
料
給
の
層

。
の
も
る
げ
上
引
し
分
配
に
当

度
程
卒
大
表
料
給
職
政
行
、
た
ま

４
者
卒
高
、
円
０
０
０
３
給
任
初
で

い
行
を
げ
上
引
の
円
０
０
０

半
代

ら
か
ば

る
す
職
在
に
で
ま
ば
半
代

を
％
３
・
０
均
平
、
て
い
つ
に
員
職

改
を
表
料
給
に
の
も
た
し
定
改
額
増

。
正
改
を
部
一
の
例
条
め
た
る
す
正

疑
質

員
議
川
中

料
給
の
員
職
用
任
度
年
計
会

０
０
４
、
て
い
つ
に
正
改
表

約
て
し
に
給
時
と
だ
円
０
０

と
円

。
る
な

　

号
１
で
定
改
の
金
賃
低
最
の
年
来

も
態
事
る
な
に
じ
同
で
ま
号
４
ら
か

１
は
体
自
金
賃
低
最
。
る
え
り
こ
起

で
ま
円
０
０
５
１
に
更
、
円
０
０
０

お
で
ん
進
に
向
方
る
げ
上
を
給
時

給
時
、
り

同
も
年
来
ば
れ
あ
で
円

で
の
る
く
て
じ
生
が
態
事
な
う
よ
じ

。
か
い
な
は

弁
答

長
課
務
総

低
最
と
る
す
算
換
に
給
時

き
づ
基
に
告
勧
院
事
人
も
で
ま
く
あ

条
も
後
今
で
容
内
た
し
合
適
に
律
法

の
例
条
置
設
宅
住
貸
賃
町
内
加
幌
○

例
条
る
す
正
改
を
部
一

、
宅
住
貸
賃
和
政、
宅
住
貸
賃
牛
沼
◎

住
貸
賃
内
鞠
朱
、
宅
住
貸
賃
内
牛
添

う
伴
に
設
建
規
新
び
及
、
買
売
の
宅

。
正
改
部
一
の
例
条

税
納
と
さ
る
ふ
版
業
企
町
内
加
幌
○

定
制
の
例
条
金
基

成
平
◎

資
間
民
な
た
新
、
月
４
年

組
取
の
生
創
方
地
り
作
を
れ
流
の
金

し
と
的
目
を
と
こ
る
せ
さ
化
進
を
み

策
施
生
創
方
地
た
れ
さ
設
創
で
国
て

る
め
定
が
体
団
共
公
方
地
、
り
あ
で

方
地
た
し
を
定
規
に
画
計
生
再
域
地

を
附
寄
が
業
企
て
し
対
に
業
事
生
創

。
る
あ
で
度
制
る
れ
ら
け
受
が
置

　

３
年
３
和
令
、
も
て
い
お
に
町
本

ま
末
度
年
６
和
令
ら
か
府
閣
内
、
月

を
認
承
の
画
計
生
再
域
地
、
間
の
で

け
受
を
税
納
と
さ
る
ふ
版
業
企
け
受

き
続
手
の
体
治
自
る
き
で
が
と
こ
る

も
る
す
定
制
り
よ
に
と
こ
た
え
終
を

。
の

類
種
の
産
財
・

宅
住
貸
賃
内
牛
添

　

Ｋ
Ｄ
Ｌ
２

　

戸
２
棟
１

　

造
木

て
建
屋
平

　

・
４
３
１
積
面
床
延

方
平

法
方
の
約
契
・

約
契
買
売
く
づ
基
に
査

額
金
の
約
契
・　

円
万
８
４
０
４

方
手
相
の
約
契
・　

社
会
式
株
設
建
橋
津
三

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年
４
和
令
○

）
号
５
第
（
算
予
正
補

通
交
共
公
）
子
利
（
金
立
積
金
基
◎

利
（
金
立
積
金
基
、
金
基
営
運
備
整

、
金
基
興
振
化
性
活
地
産
ば
そ
）
子

企
町
内
加
幌
）
子
利
（
金
立
積
金
基

コ
型
新
、
金
基
税
納
と
さ
る
ふ
版
業

補
策
対
済
経
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ

成
助
油
灯
祉
福
用
庭
家
人
老
、
金
助

チ
ク
ワ
、
酬
報
員
職
度
年
計
会
、
金

接
ン
チ
ク
ワ
、
料
託
委
務
業
理
管
ン

ン
セ
園
通
も
ど
こ
、
料
託
委
務
業
種

保
民
町
、
費
営
運
所
育
保
、
金
担
負

設
査
調
道
町
、
料
託
委
務
業
雪
除
道

路
道
線
内
加
幌
下
、
料
託
委
務
業
計

修
改
震
耐
館
民
公
央
中
、
事
工
良
改

９
万
７
５
７
１
り
よ
に
減
増
の
事
工

額
総
、
し
額
減
を
円
０
０
０

３
億。

た
し
と
円
０
０
０
５
万
６
４
２

選
　

挙正

改

例

条

Ｑ

定

制

例

条

得

取

産

財

算

予

正

補

Ａ
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Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

ＱＡ

疑
質

員
議
川
中

感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

の
金
助
補
策
対
済
経
症
染

工
商
、
産
畜
、
業
農
、
で
分
部
料
肥

が
明
説
の
円
万
７
８
９
て
め
含
を

た
当
ｔ
に
う
よ
じ
同
と
金
助
補
の
道

、
で
程
円
０
０
０
３
り

と
位
単
㎏

ば
れ
す

、
が
る
れ
わ
思
と
だ
程
円

来
る
い
て
し
文
注
に
既
と
秋
の
年
今

い
違
間
で
と
こ
る
す
当
該
に
春
の
年

。
か
の
い
な

　

化
、
て
い
つ
に
料
肥
象
対
。
た
ま

ル
カ
イ
ケ
は
材
良
改
壌
土
の
料
肥
学

し
と
象
対
も
料
肥
の
ど
な
ル
カ
炭
や

。
か
の
る
い
て

弁
答

長
町
副

つ
に
期
時
入
購
る
な
と
象
対

ら
か
月
６
、
は
て
い

ま
月

て
し
と
象
対
を
分
た
し
を
注
発
に
で

。
る
い

　

て
い
つ
に
料
肥
学
化
る
な
と
象
対

分
入
購
料
肥
学
化
は
ら
か
協
農
、
は

。
い
な
い
て
し
を
握
把
か
し
と

疑
質

員
議
川
中

騰
高
料
肥
は
で
会
例
定
月
６

施
の
国
、
て
い
つ
に
策
対
の

い
つ
に
援
支
ら
が
な
見
を
況
状
の
策

計
が
る
あ
で
填
補
割
７
は
策
対
の
国

が
上
値
は
合
場
の
悪
最
、
と
る
す
算

な
れ
さ
填
補
か
し
度
程
割
３
の
分
り

。
る
あ
で
果
結
い

　

率
昇
上
格
価
の
今
、
は
秋
の
年
今

る
れ
わ
思
と
る
い
て
し
定
確
で
割
４

時
た
出
が
成
助
の
道
。
い
な
い
て
し

い
な
は
で
の
う
違
つ
一
が
位
単
、
も

れ
わ
言
を
想
感
も
ら
か
側
家
農
と
か

、
袋
１
料
肥
成
化
の
通
普
。
た

㎏あ
で
じ
感
の
程
円

ず
ま
。
る
あ
で
分
年
来
は
の
る
く
て

成
助
る
す
対
に
営
経
の
分
の
年
今
は

更
の
て
い
つ
に
年
来
、
が
う
思
と
だ

て
え
考
ろ
こ
と
の
在
現
は
填
補
る
な

。
か
の
い
な
い

弁
答

長
町
副

お
て
し
出
ち
打
と
割
７
が
国

０
３
が
道
を
分
の
り
残
、
り

。
る
い
て
し
と
円
０
０

　

い
ろ
い
、
も
割
７
の
国
、
し
か
し

の
る
あ
が
価
単
、
類
種
の
料
肥
な
ろ

に
料
肥
い
高
、
く
な
え
言
に
律
一
で

あ
が
分
部
い
な
少
が
率
填
補
ら
た
し

的
均
平
、
中
る
あ
も
類
種
十
何
。
る

を
せ
わ
合
ち
打
と
協
農
、
で
え
考
な

単
な
う
よ
じ
同
と
道
は
回
今
、
て
し

。
た

　

、
は
在
現

ま
、
は
て
い
つ
に
降
以
れ
そ
、
が
る

の
国
や
幅
り
が
上
値
の
価
単
に
更
た

を
討
検
と
協
農
、
ら
が
な
見
を
況
状

い
て
し
討
検
も
応
対
の
町
ら
が
な
し

。
く

疑
質

員
議
南
中

保
民
町
、
て
い
つ
に
費
光
観

る
い
て
し
上
計
を
円
万
４
５
３
２
事

行
が
修
改
模
規
大
に
前
か
年
何
、
が

に
こ
こ
は
所
場
の
そ
。
る
い
て
れ
わ

弁
答

長
町
副

修
改
模
規
大
に
前
年
３
、
２

分
部
の
こ
、
は
に
時
た
し
を

の
外
は
回
前
。
い
な
い
て
れ
ま
含
は

。
る
い
て
し
修
改
を
ど
な
呂
風
天
露

　

の
場
い
洗
、
は
分
部
修
改
の
回
今

か
事
る
い
て
れ
漏
が
水
り
わ
伝
を
ト

。
る
す
を
修
改
ら

疑
質

員
議
村
中

、
て
い
つ
に
雪
除
の
道
町

明
説
た
し
託
委
を
㎞
５
・
５

　

こ
ど
は
者
業
た
し
託
委
、
た
ま。

か
弁
答

長
課
設
建

託
委
ら
か
線
路
営
直
、
回
今

線
路
に
㎞
５
・
５
と
へ
線
路

因
原
な
的
接
直
。
る
い
て
し
を
更
変

年
計
会
の
町
ら
か
前
ど
ほ
年
３
、
は

員
人
り
な
と
減
名
２
が
員
職
用
任
度

が
分
部
い
し
難
し
少
も
に
的
制
体

め
と
ま
、
で
え
う
る
め
進
を
業
作
に

あ
か
つ
く
い
が
線
路
い
良
が
方
た

し
を
案
提
に
方
の
会
協
業
設
建
、
り

の
回
今
、
と
も
の
承
了
者
業
係
関
て

　

、
り
あ
で
線
路
４
、
は
に
的
線
路

式
株
発
開
共
新
、
建
土
内
加
幌
、
は

ＱＡ
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Ｑ

Ａ

康
健
民
国
町
内
加
幌
度
年
４
和
令
○

）
号
３
第
（算
予
正
補
計
会
別
特
険
保

、
分
費
付
給
療
医
者
険
保
被
般
一
◎

に
減
増
の
等
金
還
返
金
出
支
道
・
国

、
し
額
増
を
円
０
０
０
２
万
７、
り
よ

。
た
し
と
円
万
１
７
２
７
億
１
額
総

疑
質

員
議
川
中

ス
シ
号
番
税
・
障
保
会
社

に
金
助
補
備
整
度
制
ム
テ

ン
ナ
イ
マ
に
ん
盛
、
在
現
、
て
い
つ

作
、
で
の
る
た
当
が
ト
ン
イ
ポ
０
０

知
お
で
ど
な
末
端
Ｐ
Ｉ
と
い
さ
な
り

。
る
い
て
し
を
せ
ら

　

ン
ナ
イ
マ
、
は
て
し
と
件
条
の
そ

こ
る
け
づ
紐
を
給
受
の
等
金
年
的

思
と
る
な
に
件
条
が
事
る
す
用
使
を

マ
、
在
現
、
合
場
の
内
加
幌
、
が
う

。
か
の
る
あ
に
制
体
る
え
使
て

弁
答

長
町
副

和
令
は
て
い
お
に
関
機
療
医

則
原
に
で
ま
日
１
月
４
年
５

あ
で
導
指
の
国
が
の
る
す
を
入
導

。
る

　

内
加
幌
、
回
今
て
せ
わ
あ
に
れ
そ

行
を
備
整
も
所
療
診
科
歯
と
所
療
診

、
が
い
な
き
で
用
使
は
在
現
で
の
う

　

疑
質

員
議
川
中

は
の
る
た
当
が
ト
ン
イ
ポ

ら
か
月
９
の
初
当

ま
月

な
ら
た
当
は
ト
ン
イ
ポ
０
０
０
０
２

民
町
に
う
よ
る
た
当
、
し
か
し
。
い

い
な
は
で
い
違
間
は
の
る
せ
ら
知
に

。
う
思
と
か

　

思
と
だ
き
べ
う
行
に
密
厳
も
方
仕
の

て
し
と
応
対
の
辺
の
そ
、
が
る
れ
わ

。
か
の
な
う
ど
は

弁
答

長
町

便
利
が
方
の
民
町
、
は
て
い

い
て
し
得
取
と
ず
自
ば
れ
じ
感
を
性

。
る
い
て
し
解
理
と
か
の
る
け
だ
た

題
問
別
は
か
の
る
た
当
が
ト
ン
イ
ポ

い
互
お
、
も
て
し
ら
か
側
民
住
も
て

し
及
普
と
ず
自
ば
れ
あ
が
性
便
利
に

。
る

　

る
な
単
、
に
め
た
の
上
向
率
及
普

で
ナ
ロ
コ
は
今
く
な
は
で
け
だ
発
啓

ク
人
老
ば
え
例
、
が
る
い
て
え
絶
途

い
向
出
ら
か
ら
ち
こ
に
会
集
の
ブ
ラ

ど
な
う
ら
も
て
し
を
請
申
、
得
取
て

い
て
え
考
と
い
た
き
い
て
め
進
も

。
る

齢
高
期
後
町
内
加
幌
度
年
４
和
令
○

１
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
療
医
者

）
号

担
負
等
料
険
保
、
金
担
負
費
務
事
◎

円
０
０
０
２
万
６
り
よ
に
減
増
の
金

０
１
万
５
５
２
３
額
総
、
し
額
減
を

。
た
し
と
円
０
０

険
保
護
介
町
内
加
幌
度
年
４
和
令
○

）
号
２
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特

額
減
を
円
０
０
０
５
万
２
７
１
り
よ

０
０
２
万
７
３
５
９
億
１
額
総
、
し

。
た
し
と
円
０

道
水
易
簡
町
内
加
幌
度
年
４
和
令
○

）
号
４
第
（算
予
正
補
計
会
別
特
業
事

委
務
業
成
作
帳
台
道
水
、
料
気
電
◎

水
、
料
託
委
務
業
査
検
質
水
、
料
託

減
を
円
０
０
０
５
万
７
１
２
り
よ
に

０
０
０
３
万
３
３
６
９
額
総
、
し
額

。
た
し
と
円

事
道
水
下
町
内
加
幌
度
年
４
和
令
○

）
号
３
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
業

業
視
監
転
運
設
施
理
処
、
料
気
電
◎

置
設
槽
化
浄
理
処
併
合
、
料
託
委
務

万
３
７
２
、
り
よ
に
減
増
の
等
事
工

額
総
、
し
額
減
を
円
０
０
０
２

9
５

。
た
し
と
円
０
０
０
２
万
２
４

酬
報
員
議
の
員
議
会
議
町
内
加
幌
○

の
例
条
る
す
関
に
等
償
弁
用
費
び
及

例
条
る
す
正
改
を
部
一

い
つ
に
当
手
末
期
の
員
議
会
議
◎

・
４
に
額
月
酬
報
、
て

て
じ
乗
を

。
正
改
る
す
と
額
た
得

　

・４
り
限
に
度
年
４
和
令、
し
だ
た

・
４
を

。
る
え
替
読
に

い
つ
に
査
調
務
事
管
所
の
中
会
閉
○て

生
厚
務
総
び
及
会
員
委
営
運
会
議
◎

員
委
任
常
教
文
建
産
、
会
員
委
任
常

の
て
い
つ
に
査
調
務
事
管
所
ら
か
会

。
た
し
可
許
を
出
し
申

議

発

15 2023.3月　｜広報ほろかない　



Ａ

Ａ

の
校
学
各
、
在
現
、
目
点
１

数
の
レ
イ
ト
の
式
和
と
式
洋

。
か
の
る
あ
個
何
れ
ぞ
れ
そ
は

　

の
化
式
洋
の
レ
イ
ト
、
目
点
２

。
い
た
い

弁
答

 
 

 

長
育
教

童
児
の
校
学
各
、
目
点
１

レ
イ
ト
る
す
用
使
が
徒
生

内
加
幌
、
は
て
い
つ
に
類
種
の
器
便

式
洋
は
校
学
小

か
４
式
和
、
所
か

か
２
式
洋
は
校
学
小
内
鞠
朱
。
所

校
学
中
内
加
幌
。
所
か
２
式
和
、
所

式
洋
は

幌
。
所
か
４
式
和
、
所
か

式
洋
が
校
学
等
高
内
加

和
、
所
か

　

成
平
、
て
い
つ
に
画
計

幌
に
度
年

幌
・
校
学
中
内
加
幌
・
校
学
小
内
加

化
式
洋
の
レ
イ
ト
の
校
学
等
高
内
加

い
つ
に
器
便
式
洋
た
し
備
整
く
し
新

な
が
望
要
の
段
特
時
当
は
て
い
つ

　

ら
か
時
当
の
そ
、
し
か
し

が
年

進
に
更
が
及
普
の
レ
イ
ト
き
付
能
機

の
校
学
、
え
ま
踏
を
状
現
る
い
で
ん

い
て
し
討
検
け
向
に
後
今
、
ら
が
な

。
い
た
き

の
と
民
町
、
来
以
任
就
長
町

れ
と
の
和
調
し
視
重
を
話
対

て
い
頂
を
球
投
力
全
に
り
く
づ
町
た

、
く
厚
も
望
人
の
ら
か
民
町
。
る
い

て
じ
感
と
る
い
て
け
受
を
価
評
い
高

。
る
い

　

の
つ
５
、
で
拶
挨
任
就
の
目
期
二

向
の
祉
福
民
住
、
は
目
つ
一、
れ
わ

き
で
心
安
で
全
安
、
備
整
川
河
や
上

、
民
町
、
は
目
つ
二
。
り
く
づ
町
る

輪
四
た
え
交
を
員
職
、
会
議
、
長
町

目
つ
三
。
り
く
づ
町
る
よ
に
動
駆

を
数
童
児
に
め
た
る
守
を
域
地
、
は

入
導
の
学
留
村
山
、
め
た
る
す
保
確

つ
四
。
る
図
を
上
向
の
校
学
め
進
を

振
を
業
産
光
観
、
業
産
ば
そ
、
は
目

五
。
る
す
保
確
を
場
の
用
雇
、
し
興

や
携
連
の
と
体
治
自
の
他
、
は
目
つ

、
体
団
び
及
関
機
係
関
各
の
外
内
町

強
の
携
連
の
ど
な
体
団
間
民
て
し
そ

界
世
、
が
た
い
て
め
進
を
り
取
じ
か

大
甚
が
響
影
る
よ
に
禍
ナ
ロ
コ
な
的

策
対
に
的
中
集
も
営
運
町
、
り
あ
で

長
町
、
く
な
ら
な
は
て
く
な
じ
講
を

少
も
応
対
の
題
課
政
行
う
行
期
今
が

れ
わ
思
と
か
い
な
は
で
の
た
れ
遅
し

に
的
力
精
、
も
で
中
た
し
う
そ
。
る

鞠
朱
、
り
廻
を
体
団
政
行
や
庁
省
各

線
内
加
幌
川
旭
道
道
、
修
改
ム
ダ
内

へ
了
完
期
早
の
修
改
路
道
峠
別
丹
江

源
財
た
い
用
を
生
創
方
地
、
請
要
の

駆
先
に
体
治
自
の
他
は
に
更
、
保
確

民
住
、
ど
な
う
行
を
策
対
ナ
ロ
コ
け

、
が
た
き
て
し
進
邁
に
全
安
心
安
の

と
る
あ
々
多
も
題
課
政
町
だ
ま
だ
ま

。
う
思

　

民
住
、
ら
か
と
こ
な
う
よ
の
こ

い
強
は
て
し
と
い
思
の
民
町
、
め

け
向
に
期
次
、
が
る
れ
ら
じ
感
に
切

。
い
た
い
伺
を
え
考
の
長
町
た

弁
答

 
 

 

　

長
町

成
平
、
に
胸
を
い
思
な
々
色

を
馬
出
に
挙
選
長
町
に
年

当
り
賜
を
援
支
ご
の
方
の
山
沢
、
し

目
期
２
。
た
い
だ
た
い
て
せ
さ
を
選

成
平
の

せ
さ
選
当
き
続
き
引
に
年

夢
我
無
ば
せ
返
い
思
、
き
だ
た
い
て

切
を
年
半
も
期
任
る
残
、
で
の
も
い

じ
感
と
い
早
は
の
つ
経
が
間
時
、
り

。
る
い
て

Ｑ

校
学
等
高
・
中
・
小

て
い

伺
を
見
意
の
側
者
護

て
し
討
検
ら
が
な
い

く
い

ＱＡ

中南議員

Ｑ

一
般
質
問

町
た
け
向
に
目
期
三

つ
に
え
考
の
馬
出
長

て
い

総
会
援
後
の
け
明
年

を
退
進
て
い
お
に
会

る
す
明
表

ＱＡ

中村議員

一
般
質
問
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Ａ

　

の
挙
選
裁
総
党
民
自
が
理
総
田
岸

就
長
町
。
た
い
て
し
介
紹
を
の
も
る

政
行
町
本
、
ら
が
な
し
意
用
を
の
も

理
整
を
題
課
、
状
現
の
別
野
分
の

き
で
現
実
、
件
案
の
み
済
現
実
、
し

生
発
に
た
新
た
ま
や
件
案
い
な
い
て

折
時
、
し
理
整
を
ど
な
題
課
た
し
を

せ
ら
巡
を
い
思
ら
が
な
し
返
め
つ
見

。
す
で
ろ
こ
と
る
い
て

た
じ
生
が
態
事
の
測
不
う
云
と
策
対

連
括
包
の
と
業
企
間
民
「、
が
た
れ
触

し
新
と
信
発
の
町
本
る
よ
に
定
協
携

大
「、
や
」
り
く
づ
ち
ま
の
で
点
視
い

の
言
提
な
々
様
の
て
え
迎
を
問
顧
山

の
校
高
内
加
幌
「
て
え
加
、」
化
現
実

高
た
め
含
を
度
制
学
留
い
ら
み
域
地

実
だ
未
て
し
と
約
公
、」
展
発
の
校

日
、
え
加
に
ど
な
」
学
留
村
山
の
校

大
や
」
ば
そ
い
な
か
ろ
ほ
「
の
一
本

」
湖
内
鞠
朱
「
た
し
有
を
源
資
な
き

揮
発
に
分
存
を
力
魅
の
町
本
、
ど
な

る
あ
ん
さ
く
た
が
ろ
し
び
伸
く
べ
す

。
る
い
て
じ
感
と
る
あ
で
況
状
い

　

と
業
事
生
再
ム
ダ
竜
雨
、
た
ま

あ
つ
つ
り
乗
に
道
軌
も
備
整
ラ
フ
ン

か
い
て
め
進
に
実
確
を
ら
れ
こ
、
り

行
。
る
い
て
じ
生
も
題
課
な
き
大

な
の
限
際
は
の
も
う
い
と
治
政
、
政

こ
ど
、
は
て
し
と
人
属
、
で
の
も
い

ま
、
の
も
る
け
つ
を
り
切
区
で
か

考
と
の
も
い
な
得
を
る
ざ
け
つ
、
た

。
る
い
て
え

　

と
こ
う
い
と
、
か
時
何
が
身
自
私

に
部
幹
会
援
後
、
般
先
、
が
る
あ
で

を
会
援
後
、
は
ら
か
様
皆
の
部
幹う

1

り
あ
変
大
う
い
と
、
れ
張
頑
期

ろ
こ
と
た
し
戴
頂
を
葉
言
お
い
た
が

才
菲
学
浅
り
よ
元
、
し
か
し
。
す
で

を
責
重
う
い
と
長
町
、
り
あ
で
身
の

に
藤
葛
の
と
い
な
は
で
器
う
担
期
３

め
否
も
下
低
の
体
・
技
・
心
、
え
加

真
を
見
意
ご
の
部
幹
会
援
後
。
い
な

た
い
つ
に
緒
、
つ
つ
め
止
け
受
に
摯

い
合
り
折
の
と
決
解
題
課
の
り
か
ば

。
る
あ
で
ろ
こ
と
る
い
て
し
慮
熟
を

少
今
、
は
て
い
つ
に
退
進
な
的
終
最

催
開
に
け
明
年
、
り
賜
を
間
時
お
し

て
い
お
に
場
の
会
総
会
援
後
の
定
予

支
ご
で
ま
今
、
が
と
こ
る
す
明
表

す
対
に
方
た
い
だ
た
い
を
援
応
、
援

て
え
考
と
る
あ
で
儀
礼
の
り
な
私
る

。
る
い

費
材
食
る
す
騰
高
に
的
界
世

の
国
全
、
り
よ
に
費
料
燃
や

て
し
面
直
に
高
ト
ス
コ
も
食
給
校
学

め
た
す
ら
減
を
担
負
の
計
家
。
る
い

ら
て
充
て
し
と
費
策
対
ナ
ロ
コ
、
に

を
金
付
交
時
臨
生
創
方
地
の
国
る
れ

自
る
す
化
償
無
を
費
食
給
て
し
用
活

。
る
い
て
え
増
に
速
急
も
体
治

　

の
年
今
が
市
森
青
、
は
で
近
最

市
て
し
用
活
を
金
付
交
時
臨
ら
か
月

市
区
３
２
２
と
る
見
に
的
国
全
。
た

は
で
内
道
、
村
町

広
に
村
町
市

し
を
問
質
の
旨
趣
じ
同
も
に
前
年
４

無
も
て
見
ら
か
頃
の
そ
、
が
る
い
て

い
違
間
は
体
治
自
む
組
り
取
に
化
償

。
る
い
て
え
増
く
な

　

し
を
定
改
は
初
当
度
年
は
で
町
本

を
げ
上
値
の
費
食
給
で
係
関
の
費
材

た
し
を
問
質
の
と
か
い
良
て
く
な
し

今
、
は
で
点
時
の
そ
。
る
あ
も
過
経

ま
ま
の
こ
い
な
わ
行
は
定
改
の
度
年

鑑
ら
か
況
状
の
今
昨
は
で
場
現
、
し

を
食
給
て
し
も
労
苦
な
変
大
と
る
み

推
と
か
い
な
は
で
の
る
い
て
し
食
配

。
る
い
て
し
測

　

立
う
い
と
化
償
無
の
費
食
給
育
教

命
の
民
住
ら
か
騰
高
価
物
て
し
そ
場

是
、
も
ら
か
場
立
る
守
を
し
ら
く
と

を
化
償
無
費
食
給
の
校
学
中
小
、
非

。
か
い
な
は
で
き
べ
す
現
実

弁
答

 
 

 

長
育
教

に
化
変
の
勢
情
会
社
の
近
最

料
材
原
ど
な
品
食
鮮
生
う
伴

べ
す
、
り
よ
に
騰
高
の
費
料
燃
や
費

て
じ
感
を
担
負
に
計
家
が
民
国
の
て

係
に
食
給
校
学
、
に
更
、
と
こ
る
い

、
は
事
る
い
て
し
大
増
が
ト
ス
コ
る

全
、
た
ま
。
る
あ
で
り
お
と
の
摘
指

償
無
の
費
食
給
の
校
学
中
小
も
で
国

あ
で
向
傾
加
増
が
体
治
自
う
行
を
化

し
知
承
も
で
会
員
委
育
教
、
は
の
る

。
る
い
て

　

育
教
務
義
は
食
給
校
学
、
し
か
し

関
に
償
無
の
書
図
用
科
教
の
校
学
諸

法
食
給
校
学
、
い
違
は
と
律
法
る
す第

れ
さ
示
で
令
行
施
法
同
び
及
条

熱
光
、
り
よ
に
則
原
の
担
負
る
い
て

繕
修
や
費
備
設
設
施
の
ど
な
費
水

費
件
人
の
人
る
す
事
従
に
食
給
、
費

担
負
が
町
る
あ
で
者
置
設
は
ど
な

い
つ
に
等
費
材
食
の
外
以
れ
そ
、
し

の
も
く
だ
た
い
担
負
に
者
護
保
は
て

で
町
本
、
て
え
ま
踏
を
と
こ
る
あ
で

て
し
と
費
食
給
を
分
当
相
費
材
食
は

。
る
あ
で
ろ
こ
と
る
い
て
し
を
収
徴

　

て
け
受
を
騰
高
の
価
物
も
度
年
今

の
ら
か
様
者
業
農
元
地
、
が
る
い
は

士
養
栄
、
り
た
け
受
を
贈
寄
の
米
お

食
給
、
て
し
り
く
り
や
か
と
何
が
ら

状
現
、
く
な
と
こ
る
す
げ
上
値
を
費

を
供
提
の
食
給
も
度
年
次
で
額
金
の

る
い
て
し
定
予
と
の
も
る
き
で
続
継

度
制
状
現
、
に
更
。
る
あ
で
ろ
こ
と

る
い
て
し
窮
困
に
的
済
経
も
で
中
の

の
ど
な
度
制
助
援
学
就
、
は
に
庭
家

の
担
負
的
済
経
、
り
あ
が
度
制
助
補

本
。
る
い
て
し
を
応
対
に
う
よ
い
無

総
出
支
間
年
の
係
関
食
給
校
学
の
町

あ
で
度
程
円
万
０
０
４
２
約
は
額

食
給
、
費
料
材
原
の
ち
う
の
そ
、
り

化
償
無
の
後
前
円
万
０
０
６
は
分
費

に
町
本
い
し
乏
の
源
財
主
自
、
は

費
食
給
の
校
学
中
小

て
い
つ
に
化
償
無
の

単
町
ろ
こ
と
の
在
現

の
費
食
給
る
よ
に
独

は
て
い
つ
に
化
償
無

い
な
は
え
考
う
行

ＱＡ

中川議員

一
般
質
問

Ｑ
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よ
に
金
付
交
時
臨
の
り
行
流
今
、
く

て
い
つ
に
策
施
化
償
無
な
的
時
一
る

ね
か
き
招
を
乱
混
の
者
護
保
に
逆
は

、
て
せ
併
。
る
い
て
し
断
判
と
い
な

の
も
ど
子
の
下
以
生
学
中
は
で
町
本

育
子
な
ま
ざ
ま
さ
ど
な
成
助
費
療
医

。
る
い
て
め
進
を
策
援
支
て

に
月

万
３
は
て
い
つ
に
下
以
生
校
高
、
円

を
援
支
の
ど
な
布
配
の
券
品
商
の
円

　

捉
に
的
合
総
を
事
な
う
よ
の
上
以

る
よ
に
独
単
町
ろ
こ
と
の
在
現
、
え

う
行
は
て
い
つ
に
化
償
無
の
費
食
給

。
い
た
り
賜
を
解
理
く
な
は
え
考

第
法
食
給
校
学

材
食
で
条

関
費
房
厨
、
担
負
己
自
は
費

定
規
と
担
負
者
置
設
、
は
て
い
つ
係

、
も
で
中
の
道
海
北
。
る
い
て
れ
さ

置
設
各
に
的
主
自
は
体
自
定
規
の
そ

を
源
財
て
し
化
償
無
が
体
治
自
、
者

は
で
の
も
る
げ
妨
を
の
も
る
す
填
補

、
が
る
い
て
し
示
は
解
見
の
と
い
な

れ
触
に
律
法
も
て
し
に
化
償
無
額
全

た
い
願
知
承
を
事
い
な
は
で
の
も
る

。
い

　

年
４
、
は
て
い
つ
に
係
関
の
源
財

は
数
徒
生
童
児
り
よ
今
と
だ
時
当
前

出
ち
持
の
度
程
円
万
０
０
５
約
で
時

し
を
問
質
と
か
い
な
は
で
要
必
は
し

だ
度
年
今
。
る
あ
で
ろ
こ
と
る
い
て

が
生
校
在
の
校
学
小
と

学
中
、
名

校

０
０
４
や
や
と
る
す
測
推
、
名

と
か
要
必
は
し
出
ち
持
の
度
程
円
万

者
窮
困
活
生
、
し
か
し
。
る
れ
わ
思

で
ど
な
係
関
の
助
援
学
就
る
す
対
に

一
。
う
思
と
る
な
く
な
少
し
少
う
も

程
％
１
・
０
約
ば
れ
す
ら
か
計
会
般

況
状
算
決
の
年
毎
、
れ
わ
思
と
だ
度

財
の
度
程
円
万
０
０
０
５
と
る
見
を

、
ら
か
と
こ
る
い
て
し
を
し
越
繰
源

政
財
が
い
な
少
は
源
財
主
自
に
か
確

。
う
思
と
い
な
は
事
い
し
厳
に
的

　

に
費
食
給
の
年
来
、
は
つ
一
う
も

い
な
い
て
え
考
は
げ
上
値
も
て
い
つ

丈
大
で
れ
そ
に
当
本
、
が
だ
事
の
と

る
あ
、
い
味
不
、
い
安
。
か
の
な
夫

。
う
思
に
問
疑
か
の
い
な
は
障
支
て

　

な
来
出
は
化
償
無
な
的
面
全
に
仮

上
値
度
年
来
ば
え
例
、
も
て
し
と
い

加
増
、
担
負
の
そ
、
ば
れ
な
と
り
が

る
あ
。
う
賄
で
費
公
は
て
い
つ
に
分

る
す
用
活
を
度
制
の
助
援
学
就
、
が

子
ば
え
例
、
り
あ
で
ん
ろ
ち
も
は
の

以
子
三
第
、
庭
家
る
い
山
沢
が
も
ど

無
な
的
分
部
ど
な
る
す
に
償
無
は
降

ろ
こ
と
る
い
で
ん
組
取
時
随
も
化
償

え
考
は
化
償
無
面
全
。
る
あ
山
沢
が

負
、
非
是
、
が
だ
事
の
と
い
な
い
て

な
さ
加
は
担
負
な
た
新
、
分
加
増
担

を
囲
範
の
化
償
無
、
は
い
る
あ
、
い

多
、
も
に
外
以
度
制
助
援
学
就
の
今

庭
家
る
い
て
れ
た
持
を
も
ど
子
の
く

し
討
検
も
等
大
拡
の
助
援
る
す
対
に

。
い
た
き
頂
て

弁
答

 
 

 
　

長
町

に
策
対
ナ
ロ
コ
の
回
今

た
い
願
解
理
を
事
い
な
い
て
え
考

。
い

　

食
給
校
学
、
の
つ
一
う
も
、
た
ま

て
育
子
、
は
て
し
関
に
化
償
無
の
費

策
施
の
て
し
と
町
る
ゆ
わ
い
、
帯
世

　

で
中
成
編
の
算
予
度
年
新
、
在
現

給
ら
か
度
年
次
に
的
体
具
、
が
る
あ

で
ん
込
見
を
々
等
騰
高
の
費
料
材
食

に
況
状
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
し
上
計

て
し
討
検
を
か
の
る
す
う
ど
、
て
い

子
て
め
含
も
等
置
措
和
緩
な
的
分
部

的
体
全
、
て
し
と
策
施
の
代
世
て
育

て
え
考
と
い
た
き
い
て
し
を
討
検
に

。
る
い

●議会事務局からのお願い●
　議長宛の文書や案内状は、議長公務の日程を調整する必要がありますので、
直接議会事務局へ送付願います。

（送付先）　　〒 074-0492　北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 4699 番地
幌加内町議会事務局宛
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計
会
般
一

歳　
出<

費
理
管
務
総

>

疑
質

員
議
南
中

政
町
た
れ
さ
催
開
で
内
鞠
朱

、
て
い
つ
に
費
旅
の
会
談
懇

。
る

　

、
は
に
合
場
の
張
出
じ
同
、
常
通

る
す
用
利
を
車
用
公
て
せ
わ
合
り
乗

の
た
し
用
利
を
車
用
私
け
だ
時
の
こ

弁
答

　
　
　
　
　
　
　
　

長
課
務
総

て
い
つ
に
用
利
の
車
用
私

利
を
線
名
深
ス
バ
Ｒ
Ｊ
、
は

Ｊ
は
由
理
、
り
あ
で
代
ス
バ
た
し
用

し
を
用
利
め
た
の
進
促
用
利
ス
バ
Ｒ

。
た
い
て

　

票
伝
う
よ
い
な
の
解
誤
、
は
後
今

。
る
す
を
記
明
で
上

<

費
画
企

>

疑
質

員
議
川
中

用
雇
の
隊
力
協
し
こ
お
域
地

の
長
町
、
初
当
、
て
い
つ
に

を
隊
力
協
の
ど
ほ
名
４
は
で
告
報
政
行

　

用
雇
の
度
程
の
ど
で
度
年
３
和
令

。
か
の

Ｑ

弁
答

　
　
　
　
　
　

長
室
興
振
域
地

名
４
は
隊
力
協
し
こ
お
域
地

和
令
、
ち
う
の
上
計
算
予
の

用
採
を
名
１
、
は
て
い
つ
に
度
年
３

課
業
産
で
名
２
は
在
現
。
る
い
て
し

<

費
業
農

>

疑
質

員
議
前
蔵

い
後
今
、
て
い
つ
に
料
託
委

を
告
報
と
る
あ
が
性
能
可
な
ろ
い
ろ

あ
が
案
な
的
体
具
、
が
る
い
て
け
受

。
い
た
い
伺
ば
れ

弁
答

　
　
　
　
　
　
　
　

長
課
業
産

助
補
、
業
事
ル
デ
モ
用
活
効

率

／

。
る
い
て
け
受
を
択
採
で

　

て
し
と
料
燃
は
殻
ば
そ
、
は
回
今

そ
、
り
お
て
し
査
調
て
し
と
だ
効
有

ご
生
、
泥
汚
、
渣
残
ば
そ
ス
ラ
プ
れ

。
る
い
て
け
受
を
告
報
と
だ
効
有
で

効
有
リ
カ
酸
ン
リ
、
素
窒
も
灰
却
焼

る
あ
で
効
有
り
お
て
れ
ま
含
が
分
成

。
る
い
て
け
受
を
果
結

　

用
利
未
、
り
よ
に
果
結
査
調
の
こ

る
よ
に
用
活
の
源
資
ス
マ
オ
イ
バ

宣
が
町
本
、
般
先
、
や
道
海
北
ン
ボ

こ
と
る
い
て
え
考
と
る
あ
で
効
有
に

循
の
て
い
お
に
町
本
、
が
る
あ
で
ろ

採
と
る
な
に
事
る
す
用
利
て
し
造
製

し
う
ど
が
料
燃
石
化
の
内
町
と
性
算

、
や
性
能
可
る
な
く
な
し
用
使
も
て

さ
念
懸
も
ど
な
響
影
の
者
業
事
料
燃

連
も
と
関
機
係
関
、
ら
か
と
こ
る
れ

き
い
て
め
進
も
後
今
ら
が
な
し
を
携

。
い
た<

費
務
総
生
衛
健
保

>

疑
質

員
議
川
中

和
令
、
て
い
つ
に
診
検
ん
が

ロ
コ
に
特
て
め
含
も
度
年
３

落
が
率
診
受
は
ら
か
て
し
生
発
が
ナ

る
れ
ら
け
受
見
に
う
よ
る
い
て
ち

様
の
ど
、
て
い
つ
に
因
原
の
そ
、
が

。
か
の
る
い
て
え
考
に

弁
答

　
　
　
　
　
　

長
課
祉
福
健
保

受
で
響
影
の
ナ
ロ
コ
に
際
実

確
も
の
る
い
て
ち
落
が
率
診

が
数
人
も
体
自
民
住
、
が
る
あ
で
か

が
者
診
受
り
あ
も
事
る
い
て
し
少
減

疑
質

員
議
川
中

い
て
め
進
を
進
増
持
維
康
健

、
た
ま
見
発
期
早
で
え
う
く

れ
わ
思
と
る
な
に
ギ
カ
が
療
治
期
早

。
る

　

れ
わ
思
と
る
あ
も
響
影
の
ナ
ロ
コ

く
い
て
げ
上
を
率
診
受
に
更
、
が
る

。
が
る
え
考
と
要
必
が
夫
工

弁
答

　
　
　
　
　
　

長
課
祉
福
健
保

は
力
努
る
げ
上
を
率
診
受

、
在
現
、
が
い
な
い
違
間

の
ン
チ
ク
ワ
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

状
現
が
の
る
い
て
れ
か
さ
が
員
人
に

ら
限
、
は
て
い
つ
に
制
体
。
る
あ
で

を
種
接
ン
チ
ク
ワ
で
中
の
数
人
た
れ

診
受
か
な
か
な
、
り
あ
で
況
状
う
行

が
の
い
な
い
て
け
つ
び
結
に
上
向
率

。
る
あ
で
状
現

　

活
り
あ
も
み
絡
の
種
接
ン
チ
ク
ワ

い
願
解
理
ご
に
況
状
い
な
き
で
が
動

。
い
た<

費
会
員
委
育
教

>

疑
質

員
議
南
中

て
全
校
学
等
高
・
中
・
小

ウ
ラ
グ
、
が
る
す
係
関
に

ア
モ
の
し
押
手
部
全
、
路
道
、
ド
ン

　

面
い
広
に
常
非
り
辺
校
学
中
に
特

　

付
に
」
会
員
委
別
特
査
審
算
決
「
て
い
お
に
会
例
定
回
３
第
年
４
和
令

、
は
算
決
度
年
３
和
令
の
計
会
別
特
各
め
じ
は
を
計
会
般
一
、
た
れ
さ
託

。
た
し
ま
し
定
決

。
す
ま
し
た
い
せ
ら
知
お
り
お
と
の
次、
し
粋
抜
を
疑
質
の
で
査
審
会
員
委

　

日
査
審
算
決
＊

　

年
３
和
令

月

・
日

・
日

）
間
日
３
（
日
２
月

　

員
委
会
員
委
別
特
＊

　

）
く
除
を
査
監
選
議
、
長
議
（
名
６
員
議

査
審
算
決
度
年
３
和
令

た
し
ま
れ
さ
定
認
て
全

！！
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プ
イ
タ
用
乗
、
後
今
、
が
る
あ
で
積

の
い
な
は
定
予
る
え
替
い
買
に
ど
な

。
か

弁
答

　
　
　
　
　
　
　
　

長
次
育
教

り
刈
草
の
し
押
手
、
は
在
現

い
て
し
を
断
判
と
分
十
で
機

討
検
、
後
今
、
が
る
あ
で
ろ
こ
と
る

。
い
た
き
い
て
し
を歳　

入
疑
質

員
議
川
中

当
、
て
い
つ
に
金
入
繰
金
基

り
余
円
万
０
０
０
８
億
４
初

は
に
的
果
結
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・第 １ 回 定 例 会　３月中旬
・予算審査特別委員会　３月中旬
・第 ２ 回 定 例 会　６月中旬～下旬

・第 ３ 回 定 例 会　９月中旬

の
会
議

期
時
催
開

★ 議会を傍聴してみませんか ★

議会事務局／公民館３階　☎ 0165-35-2121（内線373）

　定例会は３月・６月・９月・12月の年４回開催されます。傍聴の手続きは簡単、受
付簿に「住所」「氏名」を書いていただければ結構です。
　予算審査特別委員会、決算審査特別委員会は年 1回開催されます。
※新型コロナウイルスの感染予防としてマスクの着用をお願いします。

計
会
般
一

20広報ほろかない｜　2023.3月

　　　上川町村議会議長会研修会（中富良野町）

　　　中央要請（東京都）

　　　決算審査特別委員会（幌加内）

７～８日
　　　常任委員会合同行政視察（札幌市他）

　　　上川町村議会議長会臨時総会及び第66回町
村議会議長全国大会（東京都）

　全国過疎地域連盟第54回総会（東京都）

　　　上川北部市町村議会議長会定例会（剣淵町）

１日　議会運営委員会（幌加内）
５日　第21回救急症例研究会（名寄市）

議会日誌 10～ 12月
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２月号
令和3年度決算状況の特別
会計　簡易水道事業の支出
額に誤りがありました。
正しくは、
簡易水道事業 7,777万6千円
支出額合計 5億3,768万9千円
となります
謹んでお詫び申し上げます。 

お詫びと訂正

幌加内町 広報ほろかない 2023年3月号（No.807）
■発行日　令和5年3月7日　■発行所　幌加内町（北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 ☎0165-35-2121）　
■印　刷　株式会社 須田製版

※広報ほろかないは、見やすく読みやすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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人　口 1,307人
（前月比－1）

男 645人
女 662人
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Welcome BABY

元気に
大きくなってね

「贈られた方は幸せになる」
ククサのマグカップを

プレゼント2023

佐藤　一
いつ

樹
き

くん

澤田　羽
う

凪
な

ちゃん

稲見　依
い

音
お

くん 小林　澪
みお

奈
な

ちゃん

【お問い合わせ】
幌加内町役場
総務課☎35-2121
住民課☎35-2124

・マイナポイント申込期限：
2023年５月末まで延長

・マイナンバーカード申込
期限：2023年2月末

マイナンバーカードで
マイナポイント第２弾


